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畷
　
・

田
植
機
の
普
及
に
よ
り
、
こ
う
い
っ
た

光
景
は
な
か
な
か
見
ら
れ
な
く
な
り
ま
し

た
。

皆
さ
ん
和
気
あ
い
あ
い
で
、
と
て
も
楽

し
そ
う
で
す
。
つ
い
カ
メ
ラ
を
向
け
て
し

ま
い
ま
し
た
。

男2，563（一3）女2，607（一10）計5，170（一13）世帯数1，523（一3）
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《人ロの動き》

　5日束壬目≠F
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．
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懸
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｝
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糊
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灘

㌶

　
罵
　
　

㎜
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欄
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霞
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畑
．
聖

　　　　凝‘　馨1蹴
蹴
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構 難灘

蟹
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．顯．灘
　灘
　　　　　　　　　　　・灘瓢罐i灘麟

琵慧．’彗灘嚢鍵
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藁
　
　
　
　
　
描

　
　
　
辮

　
．
灘

　
　
　
　
畑

．
轍
　
．
鰻

　
難
熟
饗

調
…

騒
、

一臼郎’　　　　　一　　鴇

平成3年5月3日　於松代町総合センター成人式記念

　
「
え
～
ま
あ
～
き
れ
い
だ
の
～
」

そ
ん
な
言
葉
が
飛
び
か
う
総
合
セ

ン
タ
ー
前
。
今
に
も
雨
の
降
り
出

し
そ
う
な
あ
い
に
く
の
天
気
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
親
御
さ
ん
や
近
所

の
人
達
も
た
く
さ
ん
詰
め
か
け
、

新
成
人
を
祝
福
．

　
五
月
三
日
、
今
年
の
成
人
式
も

こ
ん
な
光
景
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
関
谷
町
長
か
ら
「
新

成
人
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、
今
ま
で

の
自
分
の
家
庭
な
ど
を
中
心
と
し

た
子
供
の
視
点
か
ら
、
地
域
、
国
、

世
界
と
、
一
段
と
高
い
視
点
で
社

会
を
見
て
行
動
し
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
祝
辞
が
あ
り
、
そ
の
後
、

佐
藤
公
民
館
長
よ
り
新
成
人
代
表

の
本
柳
喜
代
美
さ
ん
（
蒲
生
）
に

ア
ル
バ
ム
な
ど
の
記
念
品
目
録
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
若
井

剛
也
さ
ん
（
蓬
平
）
か
ら
、
成
人

を
代
表
し
て
「
こ
れ
ま
で
私
た
ち

を
は
ぐ
く
ん
で
く
れ
た
両
親
、
国
、

社
会
に
対
し
て
ご
恩
を
返
せ
る
よ

う
努
力
し
た
い
」
と
誓
い
の
言
葉

が
あ
り
ま
し
た
。

　
式
典
終
了
後
は
、
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
と
し
て
、
今
年
の
冬
の
陣
の

ビ
デ
オ
な
ど
を
液
晶
プ
ロ
ジ
ェ
ク

タ
ー
で
放
映
。
「
の
っ
と
れ
！
松

代
城
」
の
場
面
で
は
、
高
校
生
の

時
に
参
加
し
た
人
も
あ
り
、
時
折

笑
い
声
も
交
え
な
が
ら
隈
か
し
そ

う
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
今
年
の
出
席
者
は
6
7
名
（
男
性

37
名
、
女
性
3
0
名
）
で
例
年
よ
り

少
な
め
で
し
た
が
、
祝
賀
記
念
パ

ー
テ
ィ
ー
で
は
、
会
場
が
デ
ィ
ス

コ
に
変
わ
る
ほ
ど
の
盛
り
上
が
り

と
な
り
ま
し
た
。
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新
成
人
5
3
人
に
聞
き
ま
し
た

雇
用
の
場
を
、
克
雪
対
策
を

　
町
で
は
、
ふ
る
さ
と
定
住
条
例

を
制
定
し
て
若
者
の
U
タ
ー
ン
政

策
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が

今
年
は
新
成
人
を
対
象
に
U
タ
ー

ン
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
五
十
三

人
（
7
9
％
）
の
方
か
ら
回
答
を
い

た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
皆
さ
ん
に

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
こ
の
調
査
結
果
を
見
ま
す
と
、

「
松
代
町
は
結
構
住
み
や
す
い
」

と
い
う
方
が
3
5
名
（
6
6
％
）
い
ま

す
。
雇
用
の
場
な
ど
の
条
件
が
整

え
ば
、
U
タ
ー
ン
の
可
能
性
の
あ

る
方
も
か
な
り
い
る
よ
う
で
す
。

（
Q
5
・
Q
6
・
Q
7
・
Q
l
o
参
照
）

　
簡
単
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
工
場
団
地
の
造
成
や
観
光
開

発
等
に
よ
り
、
雇
用
の
場
を
確
保

す
る
こ
と
が
急
務
の
よ
う
で
す
。

　
　
　
　
　
　
中

※
数
字
は
（
男
・
女
）
で
表
示
。

※
質
問
は
一
部
割
愛
し
、
関
連
性

　
の
あ
る
も
の
を
掲
載
。

※
写
真
と
質
問
の
内
容
は
無
関
係
。

本
柳
喜
代
美
ず

　
蒲
生

　
長
田
縫
製

　20歳になって、これからは、自分自

身にちゃんと責任を持たなくてはいけ

ないと思っていますが、世の中でいえ

ば、まだまだひよっ子。これからもバ

カなことをしますが、どうぞ見守って
ください．

翻親元での続柄は

　　　　葛

　　　　　　　　　　長罫

　　　　　女　　器　　（1
　暴壷　　（25）　　1

安
の

長
臼

若
月
浩

　
海
老

　
㈱
室
野
建
設

て何週間かたった。

んだよ～。本当はそ

られないんだけどね

　成人式が終わ

まだ実感わかな

んなこと言って
え？

度今
た

　
れ

　　　　　　　　　　　は　　　　　　　　　　業　　　　　　　　　職　　　　　　　の　　　　　　た　　　　あな鯉現在の生活に満足？
不満

　
・
女

〕
男

技
看
保
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⑤松代町
（男3・女1）

④地方の町村

（男4・女3）

③地方中小都市
（男2・女5）

　現在
住んでいる

　所は

　　　②地方主要都市
　　　　（男8・女4）
　　　　　　　　　　　　　　　　①東京大都市圏
　　　　　　　　　　　　　　　　　（男11・女12）

唖翻⑳∪ターンを考えることがありますか

　　　　　　　　　　　　　　　　（Q4で①②③④

　（女1）
　　　　　　一ンを考え

　　　　　　ている
（男4・

女1）

高
橋
清
隆
ず

莇
平

㈲
高
橋
畜
産

　私は、成人式を迎えて、この松代町

出身の20才になる人間がこれだけいる

のかと驚いてしまうとともに、みんな

それぞれ頑張っているのだと感心して

しまいました。自分もみんなに負けな

いよう頑張って行きます。

山
岸
道
代
ボ

　
東
山

　
㈲
た
か
は
し
（
十
日
町

　初めて着物を着た瞬間、自分も大人
の仲間入ン）になったわけですが、これ

からも一生懸命がんばりたいと思いま

す。そして、いろいろな事にチャレン

ジしていきたいです。

その他（女1）

家業を継ぐ時

（男2）

＠嚢霧蓼∪ターンはどんな時

　　　　（Q5で①③④と回答した

　　　　　　　　もの複数回答）
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　　　　　　　　　　　　　若
　　　　　　　　　　舞井

　　　　　　　　　　ε　剛

　　　　　　　　　森　也

、議　　　　　　　　　組　　　さ
　　　　　　　　　△　　　ん　　　　　　　　　　口

　　　　　　　嚢

　誓いの言葉という大役を仰せ付かっ

たことで、大変思い出に残る成人式に
なりました。

　それに自分達が計画したアトラクシ

ョンも、大変盛り上がり、とても良か
ったです。

　　活気がない
　　　（男6・
　　　　女1）

鑓

”　尋　　　醒

灘鰻鍵灘雛籔撚

欝糠

鞭麟灘欝

雇用の場が　　　　　　　　交通が不便

少ない　　　　　　　　　（男7・女4）
（男7・女2）　　娯楽。

　　　　　医療施設が
　　　　　　　不充分
　　　　　（男6・女4）

記
念
写
真
で
き
ま
し
た

　
　
　
　
　
、
．
3

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
住
“
劉
女
　
　
　
が
　
●
の

　
　
　
②
繋
（
　
　
難
馴
女

D
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
活
る
（

女
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
生
あ

中
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理
由

ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぎ

し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド

す
（
Q
7
で
①
③
と
回
答
し
た
者

や
み
　
　
　
　
　
　
複
数
回
答
）

住③
　
　
　
心
㈱
轡
住
み
に
く
い
理
由

　
　
（
Q
7
壽
と
回
答
し
た
者
複
数
回
答
）
n

克雪対策

観光開発

交通体制の
整　　　備

企業誘致

専門知識、技術

の生かせる職場

医療体制の
充　　　実

福祉施設の
充　　　実

文化施設の
充　　　実

スポーツ施

設の充実

∪ターン希望

者との交流

0 10

　
成
人
式
の
記
念
写
真
が
で
き
ま
し
た
の
で
、
町
公
民

館
（
総
合
セ
ン
タ
ー
内
）
ま
で
取
り
に
お
越
し
下
さ
い
。

参
加
者
は
無
料
で
す
。

　
ま
た
、
他
に
、
会
場
で
撮
影
し
た
ス
ナ
ッ
プ
写
真
も

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は
そ
の
時
に
お
申
し
込

み
下
さ
い
。
　
（
一
枚
4
0
円
く
ら
い
で
す
。
）

20 30

鐵繕　　　　　女18

鱗 12

掬 14

裟 13

β 14

籔 12

鱗 10

慧 10

籔 5

籔 3

翻
松
代
町
に
将
来
必
要
な
も
の
（
複
数
回
答
）
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春季オープンゲートボール大会

　　　　（1日町民グランド）

　　優勝　蓬平チーム

　　　2位室野南町チー一ム

　　　3位小荒戸チーム

僕が主人公

気にも恵まれ最高の「七
神社前には、犬伏の「樫の会」

店も出店され（写真下）、

でにぎわいました。

誌

騨

▼成人式（3日松代町総合センター）

蟷

　
甲
黙
糖
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、
〉

▲
山
菜
採
り
ッ
ァ

　
　
　
（
3
日
～

＞春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　
　
　
（
H
日
～
2
0
日
）

霧織講蓬灘叢鎌覇鍵縷撚縷藩顯藥採

嚇譲灘・鞭馨翻簾難翁鞭難．綴雛饗縣懸

穣慧撚顯・灘鎌灘鎌灘雛縫耀磁議糠慰．

難礫灘灘藩驚幽蘂纏懇．雛懸難螺数欝

耀灘嚢懲譲繍辮一叢薬礒灘縷墜灘．1、

山》1
菜
を
楽
し
む
会
（
旧
日
レ
ス
ト
ビ
レ
ッ
ジ
峰
）

第∫2幽蒙を灘会

　　　　　　　　　黛

職瀬嚇覇盤懲鍵翻叢懸鞭毯鞍繕
織難謙一繋灘騰醗趨講鰯襯i灘磯灘簾麟灘繋、1P

総縢灘雛雛騰懇繍難鐵灘蒙態難羅翻離懸渠禰

鶴灘翻麟華舗戴鰻纏繋i纐灘鎌・叢蓬麟灘灘購

懸．蒙叢瀬懸鰹礫繍灘饗欝繊懇獲灘雛難魏

今日は

▲今年の5月8日は、天
　ツ詣り」となりました

　の皆さんなどによる露

　　たくさんの参拝客
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温
泉
開
発
⑫

．
須
崎
氏
謹
兄
弟
に
感
謝
状

　
レ
ス
ト
ビ
レ
ッ
ジ
峰
の
完
成
に

当
た
り
、
温
泉
の
掘
削
に
ご
尽
力

い
た
だ
き
ま
し
た
名
古
屋
市
の
須

崎
鹿
三
氏
、
須
崎
治
吉
氏
の
ご
兄

弟
に
、
こ
の
ほ
ど
町
よ
り
感
謝
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
芝
峠
温
泉
の
掘
削
費
、
約
八
千

二
百
万
円
を
「
温
泉
開
発
で
町
の

活
性
化
に
」
と
、
ご
出
資
い
た
だ

い
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
、
お
二

人
は
現
在
、
名
古
屋
市
天
白
区
に

お
住
ま
い
に
な
ら
れ
、
㈱
須
崎
自

動
車
を
経
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
町
民
の
福
祉
の
向
上
と
観
光
開

発
の
核
と
し
て
の
期
待
を
担
い
、

四
月
二
十
六
日
オ
ー
プ
ン
し
た
レ

ス
ト
ビ
レ
ッ
ジ
峰
も
、
お
陰
様
で

五
月
末
ま
で
に
八
千
人
の
ご
利
用

　
　
　
　
　
　
ノ

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
町
で
は
こ
の
温
泉
を
、
当
町
の

持
つ
自
然
と
資
源
を
背
景
と
し
た

「
地
域
の
交
流
、
に
ぎ
わ
い
、
ゆ

と
り
、
ふ
れ
あ
い
、
生
き
が
い
の

里
」
を
実
現
す
る
方
向
に
開
発
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

関
谷
町
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ

る
須
崎
鹿
三
氏
（
写
真
上
）
と

　
　
　
　
　
須
崎
治
吉
氏
（
右
）

ヘ
リ
コ
プ
ダ
ー
も
交
遍
喪
全
に

　
　
　
松
代
小

か
交
り
道

　
　
δ
ぶ
后
ひ
か
け
っ
つ
）

　
　
　
　
　
　
　
ふ
ず
け
っ
つ
）

　
県
警
ヘ
リ
「
こ
し
か
ぜ
」
を
招

い
て
の
交
通
安
全
教
室
が
、
五
月

十
日
、
松
代
小
学
校
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
教
室
は
、
同
校
児
童
と
松

代
保
育
園
児
を
対
象
と
し
た
も
の

で
、
　
「
正
し
い
交
通
ル
ー
ル
と
マ

摩

岬◆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
役

学
校
で
交
通
安

　
　
ナ
ー
を
身
に
つ
け
さ
せ
、
子
供
た

　
　
ち
を
守
る
」
こ
と
を
目
的
と
し
た

　
　
も
の
で
す
．

　
　
　
児
童
た
ち
は
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
i

の
機
長
さ
ん
の
説
明
を
聞
い
た
後

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
見
学
、
交
通
巡

視
員
さ
ん
の
腹
話
術
に
よ
る
交
通

安
全
の
お
話
を
聞
く
な
ど
、
楽
し

い
教
室
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
横
断
歩
道
や
信
号
機

の
設
置
さ
れ
た
グ
ラ
ン
ド
で
、
正

懸

籍

▲
》県

警
ヘ
リ
「
こ
し
か
ぜ
」
を
見
学

す
る
児
童
。
気
分
は
ま
さ
に
パ
イ

ロ
ッ
ト
？
・
。

全

教
室

》
正
し
い
横
断
歩
道
の
渡
り
方
の

実
技
指
導
。

し
い
自
転
車
の
乗
り
方
や
横
断
歩

道
の
渡
り
方
な
ど
を
講
習
し
ま
し

た
。
飛
び
出
し
事
故
の
怖
さ
も
知

っ
て
も
ら
い
た
い
と
、
ダ
ミ
ー
（
人

形
）
に
よ
る
飛
び
出
し
事
故
の
実

演
も
行
わ
れ
、
有
意
義
な
交
通
安

全
教
室
と
な
り
ま
し
た
。

　
子
供
の
交
通
事
故
原
因
の
ト
ッ

プ
は
「
飛
び
出
し
」
で
す
。
事
故

に
遭
わ
な
い
よ
う
日
頃
か
ら
注
意

し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
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成
分
献
血
こ
ご
協
力
を

　
五
月
二
日
、
当
町
で
初
の
成
分

献
血
が
役
場
前
で
行
わ
れ
、
十
三

名
の
方
（
十
が
，
参
照
）
の
ご
協
力

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
変
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
九
月
六

日
に
も
渋
海
荘
で
二
回
目
の
成
分

献
血
が
行
わ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
ほ
ど
関
谷
八
郎
さ

ん
（
松
代
）
に
献
血
五
十
回
を
記

念
し
て
盾
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。
関
谷
さ
ん
か
ら
は
今
回
の

成
分
献
血
に
も
ご
協
力
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

写
真
は
成
分
献
血
を
し
て
い
る
関
谷
さ
ん

く

・
、
福
島
ぜ
“
“
海
藩
黛
緯
合
、

出
越
の
消
費
者
と
産
地
交
流
倉

　
ぜ
ん
ま
い
で
地
域
お
こ
し
を
目

指
す
福
島
ぜ
ん
ま
い
組
合
（
美
濃

和
英
組
合
長
）
が
、
五
月
十
六
日
、

昨
年
に
引
き
続
き
「
市
民
生
協
に

い
が
た
上
越
セ
ン
タ
ー
」
会
員
の

主
婦
ら
約
四
十
名
と
産
地
交
流
会

を
行
い
ま
し
た
．

　
福
島
部
落
か
ら
林
道
を
二
㎞
ほ

ど
入
っ
た
交
流
場
所
に
到
着
し
た

一
行
は
、
早
速
ぜ
ん
ま
い
畑
で
美

濃
和
組
合
長
か
ら
、
ぜ
ん
ま
い
の

栽
培
方
法
な
ど
の
説
明
を
受
け
ま

し
た
。
　
「
ぜ
ん
ま
い
は
、
採
っ
て

か
ら
製
品
に
な
る
ま
で
に
非
常
に

手
間
が
掛
か
る
。
ぜ
ん
ま
い
が
高
㎜

い
の
は
そ
の
た
め
」
と
い
う
説
明
．

も
あ
り
、
皆
さ
ん
納
得
し
た
様
子
。
、

　
昼
食
会
で
は
、
福
島
の
主
婦
が
．

羅
彰
　
　
　
鰯
鷺
構

饗
，
轡

、
雰

撫

なぜ、成分献血が必要なのか？

　近年、医療の進歩等により成分輸血が主流になって

います。そのために、血漿剤および血小板製剤の需要

量が多くなり、赤血球の需要との問にアンバランスが

生じています。成分献血は、200m2献血の5～20人分の血

漿や血小板を献血していただけますので、貴重な血液

の一部である赤血球を無駄にすることなく、また、患

者さんにとって輸血効果が高く、副作用の少ない血液

製剤が供給できます。

　さらに、エイズ感染等に見られる安全性の問題から、

血友病の患者さんに使用される血液凝固因子製剤は、

平成3年度から国内自給をすることが国会で決議され

ています。そのための原料血漿を確保するには大巾な

成分献血の推進がぜひとも必要なのです。

〉
生
協
の
皆
さ
ん
に
説
明
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
美
濃
和
組
合
長

織　卜　■　1　』　1　一

　■　P　■　P　I

聯i

腕
を
振
る
っ
た
山
菜
料
理
に
舌
鼓
を

打
ち
、
午
後
か
ら
は
山
菜
採
り
も

行
わ
れ
ま
し
た
。
す
っ
か
り
山
菜

採
り
の
格
好
に
な
り
、
背
負
っ
た

リ
ユ
ッ
ク
を
い
っ
ぱ
い
に
し
て
い

る
方
も
見
受
け
ら
れ
、
　
「
さ
す
が

は
主
婦
」
と
思
わ
せ
る
一
面
も
。

心
配
さ
れ
た
天
気
も
何
と
か
も
ち
、

楽
し
い
交
流
会
と
な
り
ま
し
た
。
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筋

シ
リ
ー
ズ
⑳

コ
チ
ド
リ

　
　
　
　
　
　
松
　
永

　
今
回
は
、
松
代
町
で
は
少
な
い

チ
ド
リ
の
仲
間
の
コ
チ
ド
リ
に
つ

い
て
書
い
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
チ
ド
リ
と
い
う
と
「
チ
ド
リ
足
」

を
思
い
浮
か
べ
ま
す
が
、
ま
っ
た

く
そ
の
と
お
り
で
、
足
元
が
定
ま

ら
な
く
、
あ
っ
ち
へ
ふ
ら
ふ
ら
、

こ
っ
ち
へ
ふ
ら
ふ
ら
と
い
う
歩
き

方
を
し
ま
す
。
し
か
し
、
夕
暮
れ

の
海
辺
や
河
原
を
歩
い
て
い
ま
す

と
、
ピ
ォ
、
ピ
ォ
と
か
、
ピ
ォ
ピ

ォ
、
ピ
ュ
ー
、
ピ
ュ
ー
な
ど
と
鳴

き
な
が
ら
飛
ん
で
い
る
姿
は
、
哀

愁
を
感
じ
ま
す
。

　
本
種
は
、
チ
ド
リ
目
チ
ド
リ
科

に
分
類
さ
れ
、
本
州
中
部
以
南
で

は
越
冬
し
て
い
る
個
体
も
お
り
ま

す
が
、
松
代
町
で
は
、
雪
消
え
の

こ
ろ
渡
っ
て
来
て
、
秋
渡
去
す
る

夏
鳥
で
、
町
史
に
よ
り
ま
す
と
昭

和
三
十
六
年
、
池
尻
で
観
察
さ
れ

た
の
が
最
初
の
よ
う
で
す
。
現
在

は
、
駅
前
広
場
で
繁
殖
し
て
い
る

と
の
こ
と
で
す
。
こ
の
ほ
か
新
田

地
内
の
線
路
用
地
で
も
繁
殖
し
て

い
る
よ
う
で
す
。

本
種
の
生
息
域
は
、

涜
シ
ロ
チ
ド

リ
よ
り
上
流
部
で
イ
カ
ル
チ
ド
リ

よ
り
下
流
域
、
お
互
い
に
だ
ぶ
っ

て
お
り
ま
す
が
、
シ
ロ
チ
ド
リ
と

イ
カ
ル
チ
ド
リ
の
中
間
の
位
置
に

当
た
る
と
こ
ろ
に
生
息
し
て
い
ま

す
。
生
息
環
境
は
、
主
に
海
岸
の

砂
礫
地
、
湖
岸
、
水
田
に
近
い
埋

立
地
な
ど
で
も
繁
殖
し
て
お
り
、

松
代
町
で
も
駅
前
広
場
な
ど
は
格

好
の
繁
殖
場
所
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
、
駅
が
で
き
る

と
彼
ら
の
繁
殖
で
き
る
場
所
は
な

く
な
り
、
他
に
移
動
せ
ざ
る
を
得

な
い
よ
う
で
す
。
人
間
の
生
活
環

境
を
よ
く
す
れ
ば
鳥
や
動
物
に
と

っ
て
は
住
み
に
く
く
な
っ
た
り
、

住
め
な
く
な
っ
た
り
で
、
む
ず
か

し
い
問
題
で
す
。
駅
前
広
場
が
で

き
る
ま
で
は
、
松
代
町
で
の
本
種

の
生
息
地
は
池
尻
の
河
原
な
ど
に

少
数
が
生
息
し
、
広
場
の
埋
立
て

が
終
わ
っ
て
草
地
化
し
た
頃
、
生

息
域
を
広
げ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
　
一
時
的
に
も
人
間
が
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

繁
殖
地
を
提
供
し
た
形
に
な
っ
た
　
㎜

　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ
う
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
筆
者
の
住
む
津
川
町
で
は
、
常
皿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浪
川
の
河
原
と
官
舎
の
あ
る
芦
沢
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

の
高
速
道
路
の
予
定
地
の
休
耕
田
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

や
荒
地
を
餌
場
に
し
て
、
近
く
の
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

B
＆
G
の
砂
利
を
敷
い
た
空
地
で
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ

繁
殖
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
緑
の
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぼ

国
勢
調
査
の
報
告
書
に
よ
る
と
、
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

本
種
の
生
息
域
は
、
一
〇
〇
〇
m
　
皿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

位
の
と
こ
ろ
か
ら
、
海
岸
の
砂
浜
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぼ

ま
で
繁
殖
し
て
い
る
こ
と
が
報
告
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
産
卵
は
四
月
か
ら
七
月
で
、
卵
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

の
数
は
普
通
四
個
が
多
く
、
三
個
、
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
個
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。
巣
は
、
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

砂
地
、
川
原
の
砂
礫
地
、
湖
沼
の
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

砂
地
な
ど
の
小
石
の
間
に
皿
形
の
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

く
ぼ
み
を
作
り
、
中
に
小
石
、
小
　
皿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

木
片
、
枯
れ
草
、
枯
れ
葉
、
貝
が
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

ら
な
ど
の
破
片
を
敷
き
巣
と
し
ま
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

す
。
卵
は
、
赤
さ
び
ク
リ
ー
ム
色
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ

の
地
に
褐
色
、
ま
た
は
黒
褐
色
の
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

小
斑
点
と
灰
色
の
小
斑
点
が
散
在
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ

す
る
卵
を
生
み
ま
す
。
　
　
　
　
　
㎜

　
雛
は
卿
化
し
身
体
が
乾
燥
す
る
　
皿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

と
、
す
ぐ
歩
き
出
す
こ
と
が
で
き
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

ま
す
。
雛
の
色
は
地
面
や
石
の
色
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

と
よ
く
似
て
い
る
の
で
、
地
面
に
　
皿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

ペ
タ
リ
と
伏
せ
て
し
ま
う
と
近
く
　
㎜

献
血
を

　
　
あ
り
が
と
う

　
　
　
　
（
太
字
は
成
分
献
血
者
）

5月2日

役場前

田辺　栄子

鈴木　知子

柳　　義光

市川栄太郎

樋口　恵子

武田代枝子

鈴木うた子

市川　健司

佐藤亜希子

五十嵐文夫

丸山　正男

高澤　昭夫

鈴木つゆ子

高橋　尚志

小山　貞衛

小野島美津子

靖
一
久
行
江
浩
明
男
子
松
雄
次
子
進
優
一
豊

　
政
　

一
智
　
敏
満
り
新
治
昌
洋
　
　
正

　
　
　
　
　
　
実
　
　
　
　
ま

藤
谷
　
澤
井
城
谷
施
上
沢
沢
澤
山
　
　
井
田

伊
関
柳
相
菅
東
関
布
川
宮
宮
宮
村
柳
柳
菅
春

室岡　　徹

柳　　たけ

佐藤　紀子

池田　弘美

小堺　忠吉

米持　英雄

五十嵐　博

市川　角治

市川美智子

樋口　　正

垣田　保忠

高橋　　浩

波形　和弘

市川　英世

安藤　恵子

柳　　　勇

高橋美智子

一
夫
子
郎
一
郎
郎
義
勉
雄
一
雄
夫
茂
義
司
子

健
貞
恵
賢
幸
一
八
正
　
岩
信
松
芳
　
正
達
京

　
藤
野
野
沢
川
谷
谷
木
村
藤
谷
田
賀
田
沢
月

柳
佐
牧
大
相
堀
関
関
斉
仲
佐
関
武
山
竹
富
若

次回は

6月15日

役
場
前

体
育
館

午後　午前

0＝309＝30

～　～

午後　午前

3＝3011＝30
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ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

に
い
て
も
気
つ
か
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
習
性
と
し
て
お
も

し
ろ
い
行
動
も
し
ま
す
。
そ
れ
は

抱
卵
中
や
近
く
に
雛
が
い
る
場
合

に
、
人
や
イ
ヌ
、
ヘ
ビ
な
ど
の
害

敵
が
近
づ
く
と
親
は
ケ
ガ
を
し
て

飛
べ
な
い
か
の
様
に
翼
を
広
げ
て

バ
タ
バ
タ
と
地
面
を
ひ
き
ず
る
よ

う
に
移
動
し
、
雛
や
巣
か
ら
遠
く

の
方
に
お
び
き
よ
せ
、
安
全
地
帯

ま
で
害
敵
が
移
動
す
る
と
パ
ッ
と

飛
ん
で
行
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ

れ
を
「
擬
傷
」
と
い
い
ま
す
。
筆

者
は
擬
傷
を
し
て
い
る
親
鳥
の
さ

そ
い
に
の
ら
ず
逆
の
方
、
つ
ま
り

巣
や
雛
の
い
る
方
（
ど
こ
に
巣
や

雛
が
い
る
の
か
知
ら
な
か
っ
た
）

に
、
足
元
に
注
意
を
し
な
が
ら
歩

き
は
じ
め
る
と
、
親
鳥
は
必
死
に

な
っ
て
擬
傷
を
し
、
最
後
に
は
、

筆
者
の
頭
を
か
す
め
て
攻
撃
を
し

か
け
ら
れ
た
経
験
が
あ
り
ま
す
。

子
を
思
う
親
の
気
持
ち
は
人
も
動

物
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　
餌
は
ミ
ズ
ス
マ
シ
、
ハ
ム
シ
、

カ
、
ガ
ガ
ン
ボ
の
幼
虫
な
ど
や
、

バ
ッ
タ
な
ど
を
好
ん
で
食
べ
ま
す
。

チ
ド
リ
の
名
の
よ
う
に
チ
ョ
コ
チ

ョ
コ
と
あ
ち
こ
ち
を
チ
ド
リ
足
の

よ
う
に
し
て
歩
き
な
が
ら
餌
を
取

る
の
で
す
が
、
チ
ド
リ
を
漢
字
で

書
き
ま
す
と
、
千
鳥
と
書
き
ま
す
。

こ
れ
は
チ
ド
リ
足
で
は
な
く
、
多

く
群
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
ら

チ
ド
リ
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
大
き
さ
は
、
チ
ド
リ
の
仲
間
で

は
一
番
小
さ
く
、
全
長
一
六
〇
㎜

位
で
、
顔
と
胸
の
黒
帯
及
び
目
の

ま
わ
り
の
黄
色
の
リ
ン
グ
が
よ
く

目
立
ち
、
脚
は
黄
色
か
榿
色
で
、

雌
雄
同
色
で
す
．

　
本
種
を
観
察
し
て
い
ま
す
と
、

身
体
を
上
下
に
ピ
ョ
コ
リ
と
動
か

し
た
り
、
水
田
で
餌
を
取
る
時
は

片
足
を
水
中
や
泥
の
中
で
ふ
る
わ

せ
て
、
出
て
き
た
虫
を
食
べ
る
習

性
も
あ
り
ま
す
．

　
松
代
町
で
、
コ
チ
ド
リ
が
い
つ

ま
で
も
観
察
で
き
る
こ
と
を
願
っ

て
、
こ
の
項
を
終
わ
り
ま
す
。

※
先
月
号
で
、
白
い
カ
タ
ク
リ
の

記
事
が
あ
り
ま
し
た
が
筆
者
も
上

川
村
で
、
普
通
の
色
の
カ
タ
ク
リ

の
群
落
の
中
に
、
白
い
カ
タ
ク
リ

が
数
十
本
ま
じ
っ
て
い
る
の
を
観

察
し
て
い
ま
す
。
白
い
花
を
つ
け

る
の
は
、
普
通
の
も
の
よ
り
、
葉

の
色
が
淡
い
色
で
す
。

　
一
応
鉢
植
え
に
し
ま
し
た
が
、

今
年
は
発
芽
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

コチドリ
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’

8匿4

日
射
病
な
ど
の

　
　
　
　
　
暑
熱
障
害

〔
炎
天
下
で
倒
れ
た
〕

　
長
時
間
、
直
射
日
光
に
照
ら
さ

れ
る
と
起
こ
り
ま
す
。
皮
膚
は
熱

く
乾
い
て
く
る
。
顔
が
赤
く
な
る
。

脈
拍
は
大
き
く
早
い
。
頭
痛
、
め

ま
い
、
吐
き
気
な
ど
が
起
こ
り
、

ひ
ど
い
時
に
は
意
識
を
失
い
ま
す
。

①
涼
し
い
所
へ
運
び
、
衣
服
を
ゆ

　
る
め
て
楽
に
さ
せ
ま
す
。

②
体
温
が
高
い
時
に
は
、
冷
た
い

　
水
で
全
身
の
皮
膚
を
拭
い
た
り
、

　
氷
枕
や
氷
の
う
、
ぬ
れ
タ
オ
ル
で

　
首
の
両
側
の
頸
動
脈
の
部
分
や

　
腋
の
下
、
も
も
の
つ
け
ね
な
ど

　
に
あ
て
て
冷
や
し
ま
す
。

③
同
時
に
手
足
を
心
臓
に
む
か
っ

　
て
全
身
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
し
ま
す
。

④
ア
ル
コ
ー
ル
類
は
絶
対
に
飲
ま

　
せ
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。
も
し
、

　
患
者
が
欲
し
が
る
と
き
は
、
水
、

　
で
き
れ
ば
う
す
い
食
塩
水
を
与

　
え
ま
す
。

⑤
早
急
に
医
師
の
と
こ
ろ
へ
行
き

　
ま
す
。

〈
し
て
は
い
け
な
い
こ
と
〉

○
熱
が
な
く
皮
膚
が
冷
た
い
場
合

は
冷
や
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

○
頭
や
体
を
ゆ
す
ぶ
っ
た
り
、
大

声
で
名
前
を
呼
ん
だ
り
し
て
さ
わ

い
で
は
い
け
ま
せ
ん
。
ま
ず
安
静

に
す
る
。
（
と
く
に
大
人
の
場
合
、

日
射
病
で
倒
れ
た
の
か
、
あ
る
い

は
他
の
病
気
で
倒
れ
た
の
か
は
、

す
ぐ
に
は
見
当
が
つ
か
な
い
の
で

安
静
が
大
切
）

　
。
　
●

　
ロ
　
　
　
　
　
ヤ

ケ
戸
榔
～

“
〆
ヤ
ー

ら
へ
も
　
へ
の
ノ

＼
》
／
／

　
　
岬　

　
コ
O

崎
4
7

　
　
　
4
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∂｝～～ん后δく見て（だ亡ひオ∂〃

　　　のぶ　こ
萬羽　信子ち㌦

　　6才
松代　まるまんや

（松代保育園）

　　ゆう　た　ろう

仲村祐太朗くん

　　5才
儀明　　ぎへい
（蒲生保育園）

鼎
幟　　　り　え

山本　里枝ち㌦

　　6才
犬伏　　ばんねんど

（犬伏保育園）

あ
な
た
も
参
加
し
ま
せ
ん
か

知
事
と
の
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク

馨

金子知事

　
県
で
は
、
知
事
と
住
民
の
人
た

ち
が
直
接
語
り
合
う
「
ふ
れ
あ
い

ト
ー
ク
」
を
大
島
村
で
次
の
と
お

り
開
き
ま
す
。

　
当
日
の
参
加
、
発
言
は
自
由
で

す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
直
接

会
場
に
行
く
か
、
町
の
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
（
松
代
～
蒲
生
～
室
野
経
由
）

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
発
言
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
発
言
の
要
旨
を
六
月
末
ま
で

に
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
ご
利
用
に

な
る
方
は
、
七
月
二
十
日
ま
で
に

役
場
総
務
課
（
盈
七
ー
二
二
二
〇
）

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
七
月
三
十
日
㈲

　
　
　
　
1
3
時
3
0
分
～
1
5
時
3
0
分

■
会
場
　
大
島
中
学
校
体
育
館

聴
覚
障
害
者
相
談
会
開
催

補
聴
器
の
業
者
に
よ
る
耳
の
不

自
由
な
方
へ
の
相
談
会
が
次
の
と

お
り
行
な
わ
れ
ま
す
。

◎
日
時
　
6
月
1
9
日
（
水
）

　
　
　
午
後
1
時
～
午
後
4
時

◎
場
所
　
老
人
憩
の
家
　
渋
海
荘

※
相
談
・
聴
力
検
査
等
は
一
切
無

　
料
で
す
。
詳
し
く
は
住
民
課
ま

　
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ヨ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
の

。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。

㎜
警
察
官
募
集
（
大
卒
）
㎜

。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。

『
o
亘
亘
o
口
亘
亘
亘
亘
亘
o
o
亘
亘
o
亘
壺
o
口
亘
亘
o
o
亘
口
o
x
』

　
警
察
官
A
（
大
卒
）
の
　
　
　
　
　
　
3
、
そ
の
他

　
　
　
募
集
の
お
知
ら
せ
　
　
　
　
　
　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
最
寄
り

　
新
潟
県
警
察
で
は
、
若
さ
と
情
　
　
　
の
警
察
署
、
又
は
派
出
所
、
駐

熱
に
あ
ふ
れ
た
警
察
官
を
募
集
し
　
　
　
在
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

て
い
ま
す
。

－
、
受
験
資
格

　
　
昭
和
3
9
年
4
月
2
日
か
ら
昭

　
和
4
5
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま

　
れ
た
男
子
で
、
大
学
を
卒
業
し

　
た
者
、
又
は
平
成
4
年
3
月
3
1

　
日
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
者

2
、
受
付
期
間

　
　
平
成
3
年
5
月
1
3
日
（
月
）

　
か
ら
7
月
1
5
日
（
月
）
ま
で

・／遷Nレ譲
■
，

一鼻　ノ、、＼￥、！

　＿窯　　・’　・
凄。⊂コ。・＾1

　　　　〆’211
1δ，¢　亀　l
　　　　　　ll
　N§．1

一・　　・一　’　　　　　　ひ
艶　　　・　　　　’

軸＿＿　　　　　　『｝　　 　　”曾

艇
麟
磯
麟
幽
騰
馨
籔
誘
螺
難
懸
趣
『
藩
獄
．
、
瞼
、
職
畿
薦
錨
穫
だ
類
臓
鞍
趨
せ
誼
響
る
ぽ
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後
悔
し
ま
せ
ん
か
？

脅
齢
醤
麗
皐
會
の
繍
上
暇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
請
求
は
慎
重
に

　
老
齢
基
礎
年
金
の
支
給
開
始
年

齢
は
、
原
則
と
し
て
六
十
五
歳
か

ら
で
す
が
、
本
人
の
希
望
に
よ
り

六
十
歳
か
ら
六
十
四
歳
の
間
で
も

繰
り
上
げ
て
年
金
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
．

　
し
か
し
、
早
く
年
金
を
受
け
ら

　
　
　
　
　
ロ

れ
る
分
、
い
ろ
い
ろ
な
制
約
が
あ

り
ま
す
の
で
、
必
ず
し
も
有
利
と

は
い
え
ま
せ
ん
。

　
老
齢
基
礎
年
金
の
繰
上
げ
請
求

　
（
受
給
）
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

①
請
求
し
た
年
齢
に
よ
っ
て
年
金

　
額
が
減
額
さ
れ
（
別
表
参
照
）

　
し
か
も
そ
の
減
額
率
は
生
涯
続

　
き
ま
す
。

②
厚
生
年
金
等
に
加
入
し
た
場
合

　
そ
の
期
間
支
給
は
停
止
さ
れ
ま

　
す
。

③
寡
婦
年
金
の
受
給
権
を
失
い
ま

　
す
。

④
障
害
者
に
な
っ
て
も
、
障
害
基

　
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

⑤
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
・

　
退
職
共
済
年
金
は
支
給
停
止
と

な
り
ま
す
。

と
い
う
制
約
が
、
発
生
し
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
老
齢
基
礎
年
金
の

繰
上
げ
請
求
（
受
給
）
を
希
望
す

る
場
合
は
、
後
悔
す
る
こ
と
の
な

い
よ
う
、
よ
く
考
え
て
か
ら
に
し

ま
し
ょ
、
っ
・
　
　
　
　
　
％

　
　
　
　
　
　
　
　
％
4
2

　
　
　
　
　
　
　
　
5

歳
5 （満額）　　702，000円

総　11％
20％

歳． 624，800円

歯 561，600円 鰻
62歳

505，400円 1醗・ 28％

6
歳 3

歳 407，200円
辮
，，減額1

注）60歳までの全期間保険料を納めた場合の年金額です。

　
先
月
号
1
4
ぺ
ー
ジ
の
年
金
額
改

定
の
お
知
ら
せ
で
、
年
金
額
が
（
月

額
）
と
な
っ
て
い
ま
す
が
（
年
額
）

の
誤
り
で
す
。
訂
正
し
て
お
詫
び

致
し
ま
す
．

広載
｝乙

まっだ“・・

鼎轟を．．．

6潮よ
圭砂災害防輩周聞羅す

、、誰腿繋轡㌘ぢ騰
　い生命や財産を奪ってじま瞬

　まず。1

　、画窯が捗幾、！肱どで勘熱ぴ

　毒点を鼎璽け㌻馨ずぐ健役場、

　か出木事務駈べ～連絡（ださ

　曳￥。、

　　また．轟だをから避難場所、

1を確認毯でおぎま瞭う、

◎生産者の皆さんは

　作付けした米は、全量を指定集荷業者に

　出荷してください。

◎集荷・販売業者の皆さんは

　　定められたルートで米を流通させ、不正

　規流通によることのないよう、正しい業務

　運営を行ってください。

◎消費者の皆さんは

　　正規のお米屋さんには、「知事許可販売

　店」の看板が掲げられています。米はこの

看板のある正規のお店から講入しましょう。



羅
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傭
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だ
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お
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職
鵬
鷹
や
鞍
、
嘘
う
お
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慧
跡
る
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窃父亡ん、∂E母亡ん、良く見てくだ亡し、わ〃

　　かずき関谷和樹くん

　　5才
松代　　よしや
（松代保育園）

縣

　　ゆ　り　か
小堺百合香、

　　5才
儀明　　したほしば

（蒲生保育園）

　　　しんや
斉木真也くん

　　6才
松代　　はらのおけや

（松代保育園）

1．身　　分

2．応募資格

3．受付期間

4．試験期日

5．待　　遇

6．休日等

7．その他
＊お問い合わせは

特別職国家公務員

18才以上～27才未満の男子・女子

年間を通じて行っています

ただし来春高卒予定者は7月1日から

受付時に指定します

初任給月額　133，900円

9ヶ月たてば146，800円

ボーナス年3回約72万円

その他各種諸手当あり

第2・第4土曜、日曜、祝日

有給休暇年24日のほかお盆休みと

年末年始の休暇があります

衣・食・住は無料

松代町役場又は自衛隊高田募集事務所

盈0255（23）5519

県では、県民のみなさんに県の施設を見学していただき、県政への理解を深めて

いただくために「ふれあい県政バス」を実施します。

■　第5回コース　7月10日（水）

　高田駅前発（午前9時45分）→直江津駅前発（午前10時）→直江津港（旅客タ

　ーミナル、西海岸）→正善寺ダム→上越科学館（昼食）→（株）情報センター

　上越→にしき園→高田駅前→直江津駅前着（午後3時予定）

■
■
■

■

募集人員50人
昼食は参加者負担となります。

申込み先　往復ハガキに「第5回ふれあい県政バス参加希望」と明記のう

　　　　え住所、氏名、電話番号、乗車場所（高田駅前または直江津駅

　　　　前）を記載して、6月28日（金）まで下記あてに申し込んでく

　　　　ださい。

　　　〒950新潟市新光町4番地1
　　　　　　新潟県総務部知事公室広報広聴課

問い合わせ先　新潟県総務部知事公室広報広聴課広聴係

　　　　　姪　025－285－5511　内線2116

ふ
れ
あ
い
県
政
バ
ス
参
加
者
募
集
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翻
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懇
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ご
存
じ
で
す
か
P

人
権
擁
護
委
員
制
度

　
昭
和
二
十
三
年
に
ま
ず
政
令
に

基
づ
い
て
人
権
擁
護
委
員
制
度
が

設
け
ら
れ
、
翌
二
十
四
年
六
月
一

日
に
人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行
さ

れ
、
国
民
の
基
本
的
人
権
を
擁
護

し
見
守
る
、
い
わ
ば
民
間
人
に
よ

る
人
権
の
番
人
の
機
関
が
誕
生
し

た
の
で
す
。
こ
れ
が
人
権
擁
護
委

員
制
度
の
始
ま
り
で
す
。

　
人
権
は
、
人
間
が
平
和
に
生
き

て
行
く
上
で
、
最
も
大
切
な
権
利

で
す
。
お
互
い
に
人
権
を
守
っ
て

明
る
い
社
会
を
作
る
こ
と
を
、
私

た
ち
は
願
っ
て
お
り
ま
す
や

　
あ
な
た
の
町
の
人
権
擁
護
委
員

を
ご
存
じ
で
す
か
？
　
お
近
く
に

は
、
本
山
祖
道
・
倉
石
義
乗
・
石

黒
良
泉
の
三
名
が
お
ら
れ
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
堅
く
守

ら
れ
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

瓠
，
て
お
き
た
い
検
察
審
査
舎

　
交
通
事
故
、
詐
欺
な
ど
被
害
に

あ
っ
た
の
に
、
検
察
官
が
そ
の
事

件
を
裁
判
に
か
け
て
く
れ
な
い
。

ど
う
も
納
得
で
き
な
い
。
こ
の
よ

う
な
人
の
た
め
に
、
検
察
官
の
し

た
処
分
が
正
し
か
っ
た
か
ど
う
か

を
審
査
す
る
機
関
と
し
て
「
検
察

審
査
会
」
が
あ
り
ま
す
。

　
検
察
審
査
会
で
は
n
人
の
審
査

員
が
こ
の
審
査
を
し
ま
す
。
審
査

員
は
、
選
挙
権
を
持
っ
て
い
る
皆

さ
ん
の
中
か
ら
「
く
じ
」
で
選
ば

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
や

　
あ
な
た
も
い
つ
か
審
査
員
に
選

ば
れ
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
審
査
員
に
選
ば
れ
た
と
き

に
は
、
市
民
の
代
表
と
し
て
こ
の

仕
事
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
、
高
田

検
察
審
査
会
事
務
局
（
新
潟
地
方

裁
判
所
高
田
支
部
内
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。
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回回團匝囲回回團回回圏回回囲回回團回回團回回團回回圏◎凹囲画困園囲回回團回回囲回回團回回圏回回園回回囲回回囲回回囲回回園回回團回回圏匝團画團回

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～

・ら守りましょう！子供

◎保護者の皆さんへ◎

　かわいい子供たちを守ろう

“新潟県内”でも子供に声を掛けたり、連れ去

ろうとした事案が起きています。小さな子供の

いる家庭では、次のことに気をつけてください。

○　集団で通園、通学させ、1人で遊ばせない。

○　行き先を確認してから遊びに行かせる。

○　大人の目のとどくところで遊ばせる。

○　夕方になったら、迎えに行くか、送っても

　らう。

。知らない人に、ついて　働　
　
　
　
ミ

　
　
　
　
　
じ

　
　
そ

劉
　　

輪
懸

攣

いかせない。

γ
●

◎地域の皆さんへ◎　も

　不審者を見たら110番
回回囲回回囲回回園回回團回回囲回回囲回回囲回回團回回囲回回囲回回團回回團回回囲回回園回回團回回圏回回團回回圏回回囲回回囲回回團回回囲回回團回回團回回囲回
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圏
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回
回
囲
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團
回
回
囲
圖
團
圏
圏
呂
團
團
囲
呂
團
圏
團
回
回
團
圖
團
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團
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團
禺
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團
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囲
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囲
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囲
呂
團
圏
團
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回
回
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回
旦
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　　　　　　　　　　　　　ス

　　　　　　　　　　　韓　　　　　　　　　　譲　　　　　　　　　鍔　　　　　　　羅　　　　　　曝　　　　　灘　　　欝　　叢

テ

奮0255（23）1315

　
上
越
保
健
所
で
は
、
病
気
の
予

防
や
健
康
づ
く
り
に
役
立
て
て
い

た
だ
け
た
ら
と
、
テ
レ
フ
ォ
ン
サ

ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ど
う

ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◎
内
容
（
6
～
7
月
号
）
分

　
▼
月
曜
日
　
赤
ち
ゃ
ん
の
あ
そ

　
　
び
と
お
も
ち
ゃ

　
▼
火
曜
日
　
ほ
ん
の
一
口
が
肥

　
　
満
に
な
る

　
▼
水
曜
日
　
自
律
神
経
失
調
症

▼
木
曜
日
　
胆
石
に
つ
い
て

▼
金
曜
日
　
白
内
障
に
つ
い
て

▼
土
・
日
曜
日
　
水
と
ア
ウ
ト

　
ド
ア
・
ラ
イ
フ

◎
時
間
帯

　
平
日
午
後
5
時
～
翌
朝
8
時
半

　
土
曜
正
午
～
月
曜
午
前
8
時
半

◎
電
話
番
号

　
（
U
2
5
5

（
2
3
）

－
つ
」
1
5
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p
。
騨
∵
．
盈
・
∵
其
．
‘
”
6
“
∵
驚
．
．
・
露
．
”
嘗
．
9
・
㌧
川
．
謡
彰
婦
滞
館
い
H
償
類
ゆ
迄
、
働
9
炉
露
．
窮
。
φ
⑫
も
げ
．
ぞ
．
．
老
覧

”
覇
禰
　
淋
懲
一
獣
　
…
燃
鴬
…
“
副
◎
…
　
響
一
…
淋
“
該
牌
撒
…
｝
”
編

　
　
麟
鐵
縢
潮
腰
講
魂

　
　
　
　
　
　
　
建
　
設
　
課

　
一
般
国
道
二
五
三
号
線
は
、
関

越
と
北
陸
の
両
高
速
道
路
を
結
ぶ

最
短
な
基
幹
道
路
で
あ
り
、
町
と

し
て
も
、
十
日
町
市
、
上
越
市
へ

の
通
勤
、
生
活
道
と
し
て
恩
恵
に

浴
し
て
い
る
重
要
な
路
線
で
あ
り

ま
す
。

　
平
成
二
年
か
ら
松
代
～
池
尻
工

区
の
千
年
地
内
で
改
良
工
事
が
始

ま
り
、
本
年
は
八
千
万
円
の
事
業

費
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
四

年
度
は
、
改
良
の
ほ
か
に
橋
梁
整

備
の
調
査
費
を
要
望
し
て
お
り
ま

す
。　

北
越
北
線
の
開
業
に
向
け
て
改

良
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
国
、
県

に
陳
情
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
そ
の
ほ
か
の
国
道
、
県
道
に
つ

き
ま
し
て
も
、
狭
い
道
路
の
改
良
、

な
だ
れ
防
止
棚
等
の
設
置
に
つ
い

て
要
望
し
て
お
り
ま
す
。

　
県
道
松
代
岡
野
町
線
に
つ
き
ま

芝
峠
温
泉
あ

　
レ
ス
ト
ビ
レ
ッ
ジ
峰

　
く

　
　
　
　
　
　
　
　
囲
－
．
，

』
輪
．
．
、
麟

労

　　　麟
　　鍵　　嚢
　鍵　灘蕪雛鍵

し
て
は
、
芝
峠
温
泉
開
発
に
と
も

な
い
車
の
交
通
量
が
多
く
な
っ
て

き
ま
す
の
で
、
よ
り
以
上
の
改
良
促

進
を
県
に
お
願
い
し
て
い
き
ま
す
。

　
今
後
年
々
工
事
費
の
増
額
が
見

込
ま
れ
て
い
ま
す
の
で
、
用
地
等

に
つ
い
て
皆
様
方
の
特
段
の
ご
協

力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
郵
便
局
の
簡
易
保
険
や
郵
便
年

金
の
積
立
金
は
、
公
共
事
業
の
資

金
と
し
て
融
資
さ
れ
住
み
よ
い
地

域
づ
く
り
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
オ
ー
プ
ン
し
た
「
レ

ス
ト
ビ
レ
ッ
ジ
峰
」
等
も
平
成

二
年
度
に
還
元
融
資
を
受
け
て
建

設
い
た
し
ま
し
た
。

　
主
な
事
業
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
．

　
△
道
路
関
係

　
　
農
免
農
道
2
地
区

　
　
林
道
室
野
城
山
線
開
設

　
　
町
道
松
代
大
島
線
外
2
線

　
　
農
道
舗
装
2
地
区

　
△
観
光
・
ス
ポ
ー
ツ
関
係

役

　
レ
ス
ト
ビ
レ
ッ
ジ
峰
建
設

　
松
代
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
キ
ー
場

　
整
備

　
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス

　
整
備

△
農
業
関
係

　
特
産
品
加
工
施
設
整
備

　
ま
つ
だ
い
町
農
協
籾
乾
燥
施

　
設
整
備

△
そ
の
他

　
奴
奈
川
地
区
流
雪
溝
整
備

　
消
防
施
設
整
備

　
へ
き
地
患
者
輸
送
車
購
入

融
資
総
額

　
三
億
六
千
八
十
万
円

▲室野地内流雪溝

＼　．
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私
は
、
当
年
と
っ
て
人
生
の
折

り
返
し
点
四
十
二
才
で
す
。

　
松
代
町
立
清
水
中
学
校
を
卒
業

後
、
人
の
勧
め
て
く
れ
る
進
学
の

道
を
勉
強
が
い
や
な
ば
か
り
に
無

視
を
し
て
、
親
の
勧
め
る
ま
ま
に

上
越
の
職
業
訓
練
所
に
学
び
ま
し

た
。
そ
し
て
、
何
の
た
め
ら
い
も
な

私
の
生
き
方

　
　
　
　
　
　
　
小
野
嶋
哲
雄
さ
ん
（
太
平
）

轍

麟　P

驚
琵
鯉
、
繕

離
贈
難
嬰

　
　
燃　

　
　
　
　
　
き
　
　
ぎ
き
タ
じ

　
聾
彗
毫
．

く
松
代
に
帰
っ
て
来
ま
し
た
。
松

代
で
建
築
の
道
を
志
ざ
し
て
早
い

も
の
で
四
半
世
紀
、
あ
っ
と
い
う

間
に
二
十
七
年
が
過
ぎ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
も

う
少
し
勉
強
を
し
て
お
け
ば
良
か

っ
た
と
、
幾
度
か
後
悔
し
た
事
も

有
り
ま
し
た
が
、
た
だ
、
前
進
あ
る

の
み
で
今
日
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

　
松
代
で
両
親
に
命
を
与
え
て
も

ら
い
、
ま
た
、
こ
の
地
で
皆
さ
ん
に

育
て
て
も
ら
い
、
ご
く
自
然
に
松

代
に
住
み
生
活
を
し
て
い
ま
す
。

都
会
に
憧
れ
松
代
を
離
れ
て
い
く

人
も
多
い
中
、
私
は
思
い
ま
す
。
動

物
も
植
物
も
生
ま
れ
た
所
で
生
き
、

成
長
し
て
行
く
の
が
自
然
な
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
松
代
で
育

っ
た
「
雪
割
草
」
も
こ
の
地
に
あ
っ

て
こ
そ
、
春
に
な
れ
ば
雪
の
中
で

も
美
し
い
花
を
つ
け
ま
す
。
環
境

の
違
う
都
会
に
持
っ
て
行
っ
て
も
、

誰
か
が
手
を
添
え
て
や
ら
ね
ば
生

き
て
美
し
い
花
は
つ
け
ま
せ
ん
。

た
だ
金
も
う
け
だ
け
を
考
え
れ
ば
、

人
の
多
い
都
会
に
行
っ
た
方
が
近

道
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
情
報
化

社
会
の
今
日
、
日
本
全
国
ど
こ
に

い
て
も
同
時
に
同
じ
情
報
を
得
る

事
が
で
き
ま
す
。
個
人
／
＼
の
意

識
の
持
ち
方
と
努
力
に
よ
っ
て
、

こ
の
松
代
の
地
に
い
て
も
多
く
の

可
能
性
を
見
つ
け
る
事
が
で
き
る

と
考
え
ま
す
。
私
は
、
「
あ
な
た
の

住
ま
い
は
」
と
聞
か
れ
た
時
、
「
私
は

新
潟
県
の
松
代
町
に
住
ん
で
い
ま

す
」
と
胸
を
張
っ
て
答
え
ま
す
。

　
人
の
一
生
八
十
年
と
し
て
、
こ

れ
か
ら
先
三
十
八
年
。
意
志
の
弱

い
自
分
は
、
無
言
実
行
で
は
な
く

有
言
実
行
で
、
こ
れ
か
ら
も
地
域

の
為
、
ま
た
、
自
分
の
為
に
精
一
杯

努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
人
生

い
た
る
所
に
青
山
あ
り
で
す
。

　
人
は
一
人
で
は
生
き
ら
れ
ま
せ

ん
。
一
緒
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

　
レ
ス
ト
ビ
レ
ッ
ジ
峰
の
利
用
者

が
五
月
末
で
八
千
人
を
超
え
ま
し

た
。
と
こ
ろ
で
最
近
利
用
さ
れ
た

方
お
気
付
き
で
し
ょ
う
か
？
　
フ

ロ
ン
ト
に
若
い
美
人
が
い
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
し
　
こ

を
。
彼
女
の
名
前
は
須
藤
智
子
さ

ん
。
東
京
都
大
田
区
か
ら
転
入
さ

れ
、
蓬
平
部
落
に
お
兄
さ
ん
の
宏

さ
ん
と
住
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。
近

い
将
来
ご
両
親
も
こ
ち
ら
に
住
ま

れ
る
予
定
と
か
。

　
今
困
っ
て
い
る
こ
と
は
、
言
葉

（
方
言
）
が
分
か
ら
な
い
こ
と
だ

そ
う
で
す
。
皆
さ
ん
標
準
語
で
、

気
軽
に
話
し
か
け
て
あ
げ
て
く
だ

さ
い
。
笑
顔
が
と
っ
て
も
す
て
き

な
お
嬢
さ
ん
で
す
。

　
今
回
は
須
藤
さ
ん
の
紹
介
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▲須藤智子さん

戸
籍
の
窓
口

（
4
月
2
β
日
～
5
月
％
日
受
付
）

幸
せ
多
雛
人
生
を
（
結
婚
）

高
野
　
宏
・
犬
橋
眞
喜
が

　
　
　
　
　
　
（
松
代
・
殿
倉
）

齊
藤
政
志
・
米
良
明
子
瀦

　
　
　
　
（
松
代
・
釜
田
住
宅
〉

げ
ん
き
な
良
糖
子
に
（
出
生
）

　
　
た
つ
　
や

佐
藤
達
弥
鍵
　
一
弘
・
栄
子
瀦

　
　
（
2
男
・
室
野
・
四
郎
院
）

　
　
　
わ
た
る

松
澤
　
航
瀦
　
明
男
・
ゆ
り
か
さ
ん

　
　
　
（
長
男
・
儀
明
・
稲
田
）

鐙
冥
福
を
祈
9
ま
す
（
死
亡
）

寺
嵜
準
一
濤
　
　
　
舗
歳

　
　
　
　
　
　
（
桐
山
・
弥
平
）

中
村
ス
ギ
濤
　
　
　
脇
歳

　
　
　
　
　
（
松
代
・
九
州
屋
）

高
橋
ハ
ツ
ノ
縛
　
　
㎎
歳

　
　
　
　
　
　
（
田
沢
・
萬
蔵
）

山
岸
認
サ
ノ
拶
　
　
。
り
。
o
歳

　
　
　
　
　
　
（
峠
・
坂
の
下
）
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俳　叉
句芸
　　デノ　磁i藍

一

薫
風
や
嫁
が
酌
す
る
爺
の
客

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
つ
お

早
朝
の
鶯
の
声
ひ
び
き
よ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
世
香

足
軽
し
春
田
に
水
を
引
き
終
え
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
善
　
一

沈
丁
花
病
臥
の
母
の
戸
の
外
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
水

芝
峠
大
パ
ノ
ラ
マ
か
山
笑
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
　
志

家
ご
と
に
干
ぜ
ん
ま
い
の
香
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
　
沙

春
宵
に
集
い
て
語
る
句
座
楽
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
哲
　
治

春
の
風
邪
男
声
し
て
詠
讃
歌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

大
藁
屋
玉
石
を
一
一
一
、
廻
う
芝
桜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
鳴

玄
関
に
夕
日
の
残
る
花
辛
夷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
茶

孫
の
手
に
水
仙
の
花
あ
ま
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
静

駐
車
場
狭
め
て
お
り
し
苗
売
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

新
緑
は
希
望
の
色
や
就
職
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昌
　
弘

白
き
雨
鶏
足
山
の
芽
立
急

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

春
風
に
木
の
香
湯
の
香
や
芝
峠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
去
　
水

遠
足
の
弁
当
う
れ
し
柿
若
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
し
子

八
十
八
夜
鼠
落
し
を
仕
掛
け
を
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
山

片
栗
の
花
を
ゆ
ら
し
て
不
動
滝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鐵
　
堂

　
　
　
　
　
す

今
年
ま
た
農
捨
て
切
れ
ず
畦
を
塗

る
　
　
　
　
　
　
　
　
翔
　
山

ほ
う
き帯

持
つ
妻
の
背
中
に
桃
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
折
　
人

う
た
た
ね

転
寝
の
耳
を
く
す
ぐ
る
春
の
雨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
　
　
日

　
短
歌
山
桜
　
草
野
和
作

　
　
　
あ
さ
づ
き

一
握
り
胡
葱
汁
に
浮
か
せ
れ
ば
匂

い
た
し
か
に
春
と
な
り
ゆ
く

健
康
法
な
ど
と
言
わ
れ
て
午
前
中

採
り
し
蕗
の
と
う
三
百
円

山
桜
一
枝
か
ざ
し
帰
り
来
る
農
夫

の
背
な
に
春
の
満
月

山
桜
の
花
慎
ま
し
く
咲
く
夕
べ
そ

の
後
の
イ
ラ
ク
の
民
い
か
な
る
や

　
　
　
　
　
油
井
の
黒
煙

箏　　
　
　
砂
高
層
へ

　
　
　
　
　
〃
嫁

心も

〆ーノ／ク〆

　
　
　
　
　
吻

　
　
　
＆
』

　
　
　
　
　
　
　
9
　
㌧

　
　
　
菊
！

　
　
　
・
　
必
、

カ
ミ
ナ
リ

　
　
祥
モ

奴
κ
）
マ
い
き

だ
萎
）
な

ろ・下郁㌶r勿　　吻
杏誘嚢・〃〃”／

吻
影
鷺

雛
識
〃
湯

．
勇

　
　
　
　
　
　
　
　
吻

〃

多
〃
4

灘
繊
欝
難

　
　
　
　
　
　
　
難
謙

　
　
　
　
　
（
ユ
キ
ノ
シ
タ
科
）

　
コ
バ
ル
ト
色
の
花
が
雨
に
映
え
、

梅
雨
を
明
る
く
し
て
い
る
。
日
本

特
産
の
園
芸
種
で
、
伊
豆
や
房
総

の
海
岸
に
あ
る
ガ
ク
ア
ジ
サ
イ
が

654321
　
　
　
　
出
題
　
八
段
　
北
村
昌
男

團
　
　
●
ヒ
ン
ト
…
逃
が
さ
ぬ
こ
と
、
こ
れ

　
　
が
第
一
。

　
　
1
0
分
で
3
級
、
5
分
で
初
段
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
持
駒
　
金
銀

一
二
三
四
五
六
七
八
九

飛 角

乎
笛『 金 正

マ 歩

原
種
．

　
花
は
小
さ
な
花
弁
が
集
ま
っ
て

い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
本
物
の

花
弁
は
非
常
に
小
さ
く
目
立
た
な

い
。　

ア
ジ
サ
イ
は
さ
ら
に
、
中
国
か

ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
渡
り
、
西
洋
ア

ジ
サ
イ
と
か
、
ハ
イ
ド
ラ
ン
ジ
ア

と
呼
ば
れ
、
多
く
の
栽
培
品
の
変

わ
り
種
が
で
き
て
、
日
本
に
逆
輸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
さ
れ

　　　　　　　　　　o望マ「、）岳
讐・、・、ア鴇マ♪ρ冒雑み）号季（o）勲携

マ誕’醤’財。」雫等■1’乎回’等

三z冷乃正回zコ箪賦二一〈纏鵠〉
　　　　　　　　　。（辣旱舅・圭乙、ユ峯

珪馬二z’正回’箪莚一一’乎回’欝

三z覧正回へ箪膨＝1〈鵠■琳躰巽〉

て
い
る
。


